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①
経
営
管
理
部
経
営
企
画
課
に
「
病
院
企
画

室
」
を
創
設
し
、
市
立
病
院
の
事
業
会
計

や
、
令
和
８
年
度
開
院
を
め
ざ
す
新
市
立

病
院
建
設
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
市
民
福
祉
部
福
祉
課
子
ど
も
係
を
「
こ
ど

も
課
」
と
し
て
創
設
し
、
児
童
虐
待
な
ど

の
昨
今
の
子
ど
も
に
関
す
る
複
雑
多
様
化

す
る
問
題
対
応
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

保
育
行
政
や
子
育
て
に
関
す
る
施
策
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
福
祉
相
談
室
福
祉
相
談
係
を
福
祉
課
福
祉

相
談
係
と
し
、
福
祉
課
が
包
括
的
な
相
談

支
援
体
制
を
引
継
ぎ
、
あ
ら
ゆ
る
福
祉
関

係
の
相
談
窓
口
と
な
る
機
能
を
有
し
、
多

様
化
、
複
雑
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
総
務
課
　
℡
22 

ー 

３
７
４
６

期
間
　
５
月
11
日
（
木
）
〜
20
日
（
土
）

〇
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の

確
保

〇
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安
全
運
転

意
識
の
向
上

〇
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹
底

※

４
月
か
ら
自
転
車
利
用
者
す
べ
て
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
厳
守
し
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
防
災
安
全
課
　
℡
22 

ー 

３
７
２
１

■
特
定
健
診

対
象
　
40
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者

※

対
象
の
方
に
受
診
券
を
４
月
下
旬
に
発
送

し
て
い
ま
す
。

内
容
　
問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・

尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
が
ん
検
診

対
象
　
が
ん
検
診
受
診
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

対
象
の
方
に
４
月
下
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

検
診
種
別
　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

※

６
月
18
日
（
日
）
は
野
菜
摂
取
レ
ベ
ル
が

分
か
る
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
Ⓡ
」
な
ど
の
測

定
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
保
険
年
金
課
　
℡
22 

ー 

３
５
１
２

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
２
２
３

■
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
死
亡
し
た
と
き

○
未
支
給
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

　
年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま

す
。
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
年
金

が
あ
る
と
き
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
の
方
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

添
付
書
類
等

①
年
金
証
書
（
亡
失
の
場
合
も
手
続
き
可
能
）

②
請
求
者
の
住
民
票
謄
本
も
し
く
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の

③
請
求
者
の
預
金
通
帳
（
現
物
）

④
請
求
者
と
の
続
柄
を
確
認
で
き
る
書
類

　（
戸
籍
等
）

⑤
住
所
が
別
の
場
合
は
生
計
同
一
証
明

■
死
亡
一
時
金

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ
る
被
保

険
者
が
、
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ

も
受
け
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
と
き
、
死
亡
者

と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
方
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
が
い
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た

月
数
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。（
12
万

円
〜
32
万
円
）

※

死
亡
か
ら
２
年
経
過
す
る
と
、
請
求
が
時

効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３ 

ー 

４
４
７ 

ー 

１
６
６
０

　
　
保
険
年
金
課
　
℡
22 

ー 

３
５
０
４

大麻やけしの栽培は

禁止されています

　大麻や一部のけしは法律で栽培、所持、使用等が禁止されていま
す。もしそれが大麻やけしだと知らなくても栽培している事実が
あれば罪に問われることがあります。もし見つけた場合は連絡
してください。 　　湯浅保健所　℡ 64-1293

ため池や水路での

事故を防ぎましょう
　農作業の盛んになるこの時期は、ため池や水路の水位
が通常より高い状態が多く、ゲリラ豪雨等により急激に
水位が上昇する恐れもあります。子どもたちには大変危
険な場所となりますので、ため池や水路に近づいたりし
ないよう、ご家族のほか地域全体でのお声かけをお願い
いたします。 　　　建設課　℡ 22-3612問

問

国
民
年
金
に
つ
い
て

集
団
健
診
（
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
）

市
役
所
の
組
織
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

問

問問

お
知
ら
せ

実施日 健診場所 申込締切

辰ヶ浜ふれあい
センター

６月18日（日） ５月25日（木）文化福祉センター

６月21日（水） ５月30日（火）北原会館

７月４日（火） ６月12日（月）保田公民館

６月27日（火） ６月５日（月）

受付時間　８時～９時
※すべて無料です。
※事前に電話またはWebにて
　ご予約ください。

↑
Web申込みはこちら

申
・
問
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Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和5年 4月 1日現在】

人口　26,060人（前月比-94人）
男　12,410人　女　13,650人
世帯数　11,703戸

ごみの分別・減量にご協力を 　　生活環境課　℡ 22-3565問

有田市職員　採用試験案内
　　総務課　℡ 22-3742問

第１次試験はＳＰＩ３を実施します

※試験区分ごとに受験資格の要件があります。

　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　本市では、未来を切り拓く発想力や行動力のある人材を求め
ています。第１次試験では、多くの民間企業が採用している
総合検査SPI3を実施します。市内の試験会場のほか、全国の
SPIテストセンターでも受検できます。

採用予定日　令和６年４月１日

第１次試験　６月３日（土）～６月18日（日）　

　※テストセンターで受検できる期間です。

　　市内会場は６月18日（日）に実施します。

申込み　５月１日（月）～19日（金）

試験区分 採用予定人員
一般事務職Ⅰ ３人程度

建築技術職 ２人程度

２人程度　保健師

保育士 ２人程度

■プラスチックごみの分別について
市では、プラスチックごみをリサイクルするために分別収集に取り組んでいます。下記はリサ

イクルできないため、プラスチック製であっても、プラスチックの袋には入れないでください。

●汚れがついたままのもの
　他のきれいなプラスチックまで汚してしまいます。

害虫の発生や臭いの原因にもなるので、必ず中身を

使い切り、水洗い等で汚れを落としてから出すように

してください。汚れが落ちないものは、プラスチック

製であってもその他の不燃物の袋で出してください。

●プラスチック以外の素材が付いているもの
　プラスチック以外のものが付いている場合

は外してください。プラスチック以外のもの

が付いていて外せない場合は、その他の不燃

物の袋で出してください。

（例：台所用品、おもちゃ、文房具等）

■ごみを減量するためには
家庭から出るごみを減量するためには、最も多いごみ『生ごみ』の減量が効果的です。

皆さんのちょっとした心

がけで簡単に生ごみの減

量ができます。

『３きり運動』を実践し、

      　ごみを減量して

      　いきましょう。

食材を残さず

・買物前に冷蔵庫を
　チェックしましょう
・消費期限を把握して、
　食品ロスを

使いきり 食べきり

料理はおいしく残さず
食べ切ろう
・料理は必要な量だけ
　作りましょう
・余った食べ物は上手に
　保存しましょう

水きり

生ごみはしっかり
使い切ろう 水を切ろう

・切りくずはできるだけ
　濡らさないようにしましょう
・お茶やコーヒーの出し殻は
　乾かして捨て
　ましょう

生ごみの
約80％が水分と
言われています

　減らしましょう


